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ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
再
選 

皆
さ
ん
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
い
う
国
家
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
南
米
の
カ
リ
ブ
海
に 

            

       

接
す
る
キ
ュ
ー
バ
社
会
主
義
国
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
国
家
で
す
が
１
９
９
８
年
、
チ
ャ

ベ
ス
大
統
領
が
誕
生
す
る
と
「
21
世
紀
の

社
会
主
義
」
の
挑
戦
を
打
ち
だ
し
、
中
南
米

か
ら
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
搾
取
と
収
奪
か

ら
解
放
す
る
た
め
に
、
革
命
闘
争
を
闘
い
抜

い
て
い
る
国
家
だ
と
い
う
と
お
分
か
り
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
今
年
の
５
月
20
日
大
統

領
選
挙
で
亡
き
チ
ャ
ベ
ス
後
継
の
マ
ド
ゥ
ロ

大
統
領
が
２
期
目
の
再
選
を
果
た
す
と
、

「
非
民
主
主
義
の
マ
ド
ゥ
ロ
独
裁
政
権
は
国

民
生
活
を
危
う
く
し
て
い
る
」
な
ど
と
欧

米
・
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
嘘
の
報
道
が
垂

れ
流
さ
れ
ま
し
た
。 

な
ぜ
、
欧
米
、
日
本
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・ 

      

 

ボ
リ
バ
ル
共
和
国
を
敵
視
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
資
本
主
義
か
ら
独
自
の
社
会
主
義
へ
の

道
を
確
実
に
実
践
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ

の
基
本
組
織
が
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
す
。
そ
れ
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
疑
問
に
応
え
る
「
地
域
に
根
ざ
し
た

参
加
型
民
主
主
義
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
は
何
か
」

に
つ
い
て
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使
館
参
事
官
の

カ
レ
ン
さ
ん
の
講
演
会
に
６
月
３
日
、
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
と

は
、
住
民
自
身
が
決
定
し
、
執
行
す
る
、
住

民
の
独
立
し
た
参
加
型
の
直
接
民
主
主
義
の

自
治
機
関
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
重
要

な
の
は
、
民
衆
自
身
が
団
結
す
れ
ば
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
人
間
ら
し
く
働
き
続
け
生
き
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続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
認
識
が

広
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
彼
ら
に
は
脅
威
な

の
で
す
。 

 

現
在
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
は 

こ
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
、
１

９
９
９
年
制
定
さ
れ
た
憲
法
が
約
束
し
た
直

接
的
・
参
加
型
民
主
主
義
の
ボ
リ
バ
ル
革
命

と
称
さ
れ
、
目
的
意
識
的
に
計
画
、
実
践
さ

れ
、
現
在
で
は
、
２
１
８
３
の
コ
ミ
ュ
ー
ン

と
４
万
７
２
９
７
の
小
単
位
の
コ
ン
セ
ホ
・

コ
ム
ナ
ル
（
住
民
評
議
会
）
が
形
成
さ
れ
る 

に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
草
の
根
・
コ
ン
セ

ホ
・
コ
ム
ナ
ル
の
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
地
域
住
民
が
自
主

的
に
地
理
的
範
囲
を
決
め
て
構
成
し
ま
す
。

都
市
で
１
５
０
～
４
０
０
の
家
族
、
農
村
で

20
家
族
、
先
住
民
地
域
で
は
10
家
族
を
目

安
に
構
成
し
ま
す
。
次
に
そ
の
構
造
で
す
。

構
造
は
、
任
期
を
２
年
と
定
め
、
住
民
に
よ

る
選
挙
で
選
ば
れ
、
次
の
委
員
会
が
組
織
さ

れ
ま
す
。
①
住
民
集
会
（
最
高
意
思
決
定
機

関
）、
15
歳
以
上
の
住
民
が
参
加
可
能
、
②

執
行
委
員
会
、
③
財
政
委
員
会
、
④
社
会
監

視
委
員
会
（
腐
敗
防
止
）
、
⑤

調
整
委
員
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
の
調
整
）
、
ま
た
こ
れ
以
外

に
も
必
要
に
応
じ
委
員
会
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
束
ね

る
役
目
が
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
す
。

コ
ン
セ
ホ
・
コ
ム
ナ
ル
の
集
合

体
が
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
す
。
経
済

的
自
立
だ
け
で
な
く
、
雇
用
も

産
み
だ
し
、
独
自
の
コ
ミ
ュ
ー

ン
放
送
局
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
通
貨
、
学
校
、
住

宅
、
道
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
日

常
生
活
を
満
た
す
源
に
な
っ
て
全
国
に
張
り

巡
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

課
題
は
何
か 

し
か
し
、
既
存
の
資
本
主
義
的
生
産
関
係

に
対
抗
し
な
が
ら
で
す
か
ら
困
難
は
絶
え
ま

せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
特
権
階
級
の

商
品
隠
匿
や
投
機
な
ど
に
よ
っ
て
、
商
品
不

足
が
意
図
的
に
作
ら
れ
イ
ン
フ
レ
、
サ
ボ
タ

ー
ジ
ュ
な
ど
社
会
的
混
乱
を
生
じ
さ
せ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
は
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｐ
（
地
域
生
産
供

給
委
員
会
）
な
ど
で
住
民
へ
の
生
活
必
需
品
、

医
療
、
教
育
が
無
償
で
供
給
さ
れ
て
い
る
か

調
査
、
サ
ポ
ー
ト
し
対
抗
し
て
い
ま
す
。 

 

ど
ん
な
困
難
に
も
参
加
型
民
主
主
義
は
、

必
ず
、
勝
利
す
る
。
こ
れ
が
結
論
で
し
た
。

参
事
官
の
４
時
間
に
わ
た
る
講
演
で
確
信
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
・
ボ
リ
バ
ル
共
和
国
に
栄
あ
れ
!! 

 
 
 

（
た
か
は
ら 

と
し
ろ
う
） 
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